
セントは、1オクターブの1200分の1の音程。1オクターブが1200セントと定義されている。
よって平均律の場合、半音は100セント、全音はその2倍の200セントとなる。

３つの音律を比べてみると、完全音程は大差ないが、特に長３度、長６度、長７度、そして増４度、
増５度、増２度、増３度、減４度が、かなり乖離していることに気づく。

1. 平均律 : 半音が均等な割合で分割された音律。
2. 純正律 : 自然倍音を用いて作った音律。
3. ピタゴラス音律 : 純正五度を積み上げた音程を基本とする音律

和声と、旋律では、音程の心地よさは、少し違い、

和声では、純正律が相応しく、旋律ではピタゴラス音律が相応しい。


